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１． 総会等の開催及び議事録の作成 

開催日の周知及び議事録の作成等を実施している。 

２． 事務に関する点検 

点 検 項 目 件 数 実 施 状 況 標準処理期間 

農地法第 3条に基づく 

許可事務（農地の売買等） 

許可 １６件 

不許可 ０件 

・申請人に対し事実確認。 

・農業委員等･事務局職員による現地調査 

を実施 

・総会にて審査基準を踏まえた審議 

３０日 

農地転用に関する事務 

 

 ４７件 

・申請人に対し事実確認。 

・農業委員等･事務局職員による現地調査 

を実施 

・総会にて許可基準を踏まえた審議を経て

県知事へ送付 

３０日 

農地所有適格法人からの 

報告への対応 

管内の農地所有適格法人数６法人 

（うち報告書提出済みの農地所有適格法人数５法人） 

情報の提供等 

《賃借料情報の調査・提供》…農業委員会だよりで周知 

調査対象賃貸借件数 54 件 

公表時期：平成 31 年３月 

《農地の権利移動等の状況把握》…提供していない 

調査対象権利移動等件数 16 件 

取りまとめ時期：平成 31 年１月 

《農地基本台帳の整備》 

整備対象農地面積 1,093ha  

台帳更新：年１回の税情報により補正実施 

 

 

 

現状及び課題 目 標 実 績 活 動 実 績 

現

状 

管内の農地面積 1,093ｈａ 

遊休農地面積 47.6ｈａ（4.35％） 

 

 

 

３ha 解消 

 

 

  

課

 

題 

農業者の高齢化等の問題により、

耕作放棄となりうる農地が増加傾

向にあり、個々の農家の取り組み

だけでは限界がある。市、農業委

員会、ＪＡ等農業団体と連携した

取り組みが重要である。 

I 農地法に関する事務の点検（H31 年１月現在） 

 

Ⅱ遊休農地解消に関する評価（H31 年 1 月現在） 

―２― 

平平成成 3300 年年度度のの活活動動結結果果  
 

《農地の利用状況調査》 

調査実施時期８月～10 月 

調査員数 24 人 

《調査方法》 

 

10.1ha 増加 

 （ ０ ％ ）  
・農業委員等及び農業委員会事務局職

員による現地調査を実施 

・農業委員等による担当地区住居者に

対しての個別対応 

・農業経営状況調査を実施 



 

「明日の農家」では、日高市で明日を担う

フレッシュな農家をご紹介します。 

今回は田波目・南平沢地区で野菜を栽培し

ている渡曾
わたらい

さとこさんにお話を伺いました。 

現
在
は
、
ナ
ス
、
レ
タ
ス
な
ど
の

露
地
野
菜
を
栽
培
し
、
市
内
の
直
売

所
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

農
業
を
始
め
て
か
ら
気
づ
い
た
こ

と
が
、
畑
に
よ
っ
て
同
じ
方
法
で
栽

培
し
て
い
て
も
、
野
菜
の
育
ち
や
味

に
違
い
が
あ
る
こ
と
で
す
。 

な
の
で
、
今
は
ど
の
畑
に
ど
う
い

っ
た
野
菜
で
ど
ん
な
栽
培
方
法
が
適

し
て
い
る
の
か
を
試
行
錯
誤
し
て
い

る
段
階
で
す
。 

こ
の
試
行
錯
誤
も
農
業
の
楽
し
さ

の
一
つ
だ
と
感
じ
な
が
ら
、
毎
日
、

農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。 

私
は
、
結
婚
を
き
っ
か
け
に
日
高
市
に
住
み
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
も
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
体
力
・

精
神
的
に
負
担
が
大
き
か
っ
た
た
め
退
職
し
ま
し
た
。

一
生
続
け
ら
れ
る
仕
事
を
考
え
た
と
き
に
、
実
家
で
祖

父
が
家
庭
菜
園
を
し
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
、
農
業
に

魅
力
を
感
じ
た
た
め
、
始
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。 

野
菜
の
栽
培
技
術
が
ま
だ
未
熟
な
の

で
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
よ
り
も
効
率
的
に
栽
培
で
き
る
よ
う

工
夫
し
て
、
消
費
者
の
方
々
に
選
ん
で
も

ら
え
る
野
菜
を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
長
く
楽

し
く
農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

明日の農家 

 渡曾
わたらい

さとこさん 

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？ 

ど
ん
な
野
菜
を
栽
培 

し
て
い
ま
す
か
？ 

今
後
の
抱
負
を 

お
願
い
し
ま
す 

すくすく成長中の白菜 

―３― 



 

「

農
家
」
に
な
り
た
い
！ 

け
ど
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？ 

「
そ
う
だ
。
農
家
に
な
ろ
う
！
」 

…
と
は
言
っ
た
も
の
の
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。 

畑
借
り
て
、
農
機
具
買
っ
て
、
え
ー
と
… 

何
す
れ
ば
い
い
の
？ 

 

そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
新
規
に
農
家
に
な
る
手
順
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
広
大
な
農
地
と
お
い
し
く
育
っ
た
野
菜
が
あ
な

た
を
待
っ
て
ま
す
。
「
農
業
を
始
め
て
み
た
い
！
」
と
思
っ
た

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

「
い
る
ま
地
域
明
日
の
担
い
手
育
成
塾
」
に
つ
い
て 

 

入
塾
要
件 

・
申
込
時
の
年
齢
が
64

歳
以
下
の
方 

・
就
農
後
の
農
業
従
事
日
数
が
150

日
以
上
で
あ
る
こ
と 

・
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方 

 

支
援
内
容 

・
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
技
術
経
営
の
指
導 

・
研
修
農
場
で
栽
培
か
ら
収
穫
出
荷
販
売
ま
で
一
貫
し
た
模
擬
経
営
の
実
践
指

導
農
家
の
下
で
実
践
的
な
農
業
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得 

・
就
農
に
向
け
た
農
地
の
確
保
と
支
援 

・
資
金
と
経
営
相
談
の
実
施 

【連絡先】 

産業振興課農政担当  042-989-2111 

埼玉県川越農林振興センター 

農業支援部        049-242-1804 

農
家
に
な
る
手
順 

 

１  

農
業
大
学
校
を
卒
業
（
１
年
以
上
）、
ま
た
は
認
定
農
業
者

等
の
先
進
的
農
業
経
営
体
に
お
い
て
１
年
以
上
の
実
地
研

修
を
修
了
す
る
。 

２  

い
る
ま
地
域
明
日
の
担
い
手
育
成
塾
へ
入
塾
し
（
２
年
間
）、

農
地
を
借
り
て
実
践
研
修
を
行
う
。 

  

ー４― 

浅野 清真さん 
（平成 29 年担い手育成塾へ入塾） 

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
（
旧
青
年
就
農
給
付
金
） 

 
 

準
備
型
…
就
農
前
の
研
修
期
間
中
に
資
金
を
交
付
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

農
業
大
学
校
や
先
進
農
家
・
先
進
農
業
法
人
等
で
研
修
を
受
け
る
方
に 

対
し
て
、
最
長
２
年
間
、
年
間
150

万
円
を
交
付
し
ま
す
。 

 

 

主
な
要
件 

１  
原
則
と
し
て
就
農
予
定
時
の
年
齢
が
45

歳
未
満
の
方 

２  

生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し
た
他
の
事
業
に
よ
る
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方 

詳
細
に
つ
い
て
は
下
記
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

経
営
開
始
型
…
農
業
を
始
め
て
間
も
な
い
時
期
に
資
金
を
交
付
し
ま
す
。 

 
 

               

経
営
を
開
始
し
た
新
規
就
農
者
に
対
し
て
、
最
長
５
年
間
、 

年
間
最
大
150

万
円
を
交
付
し
ま
す
。
前
年
の
所
得
に
応
じ
て 

年
間
の
交
付
金
額
が
変
動
し
ま
す
。 



           

 

うどとベーコンの 

スクランブルエッグ（４人分）     
 

作り方 

１. うど（400ｇ）は皮のついたまま、短冊切りまた 

は斜め切りにして酢水にさらしておく。 

２. フライパンにサラダ油（適量）を熱し、ベーコン 

（100ｇ）を炒め、水気をきったうどを入れて 

さっと炒める。 

３. うどに火が通ったら、溶き卵（2個分）を回し入れ、合せて炒める。 

４. しょうゆ（少々）とこしょう（少々）で味を調え仕上げる。 

※好みでバターやコンソメを加えてもよい。    「うどをつかったレシピ集」より  

 

あ
あ
あ 

日高市農業会議所婦人部のうど農家さんの協力のもと、

市の特産品「軟化うど」を使ったレシピ集を作成しました。 

市と女子栄養大学、川越総合卸売市場と共同開発したコ

ラボレシピのほか、簡単に作れるおいしいレシピが満載!! 

市役所、市内農産物直売所等で配布しています。 

市内のうど農家さんが丹精込めて作った、この時期にし

か味わうことのできない旬の香りと味わいを様々な料理

でお楽しみください。 

 
 

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
動
物
で
外
来
生
物
法

に
よ
り
、
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

見
た
目
や
仕
草
は
可
愛
い
で
す
が
、
気
性
が
荒
く
攻
撃
的
な

性
格
で
す
。
ま
た
、
在
来
生
物
や
農
作
物
に
多
大
な
被
害
を
与

え
ま
す
。
市
内
で
も
年
々
、
捕
獲
頭
数
は
増
加
傾
向
で
す
。 

市
で
は
、
被
害
防
止
柵
（
電
気
柵
等
）
の
購
入
補
助
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
す
で
に
購
入
、
設
置
し

た
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
） 

３
月
は
ア
ラ
イ
グ
マ
の
繁
殖
期 

農
作
物
を
守
り
ま
し
ょ
う 

侵入防止柵（電気柵等） 

購入補助について 

【必要書類】  

・申請用紙  

・案内図  

・現況写真  

・見積書または購入、設置  

費用がわかるもの  

※設置する前に申請が必要です。  

 

 

アライグマの被害にあったスイカ  

（アライグマ特有の食べ方）  
生息区域…市内全域 

体長…70～90ｃｍ 

体重…２～20ｋｇ 

➀ 

② 

③ 

「うどをつかったレシピ集」を 

作成しました！！ 

 

 

―５― 

 

特徴 

①  尾に縞模様がある。 

②  眉 間 に 黒 い 筋 が あ

る。 

③  鋭い爪があり、木登

りも得意。 

※メスは産まれて１年

で出産可能となる。 

 

 男子厨房に入ろう!!            



  

近
年
、
予
測
の
で
き
な
い
自
然
災
害
に
よ
り
、
農

地
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
台
風
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
強
風
に
よ
り
物
が
飛
ば
さ
れ
た
り
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
に
対
策
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

自
然
災
害
に
よ
り
農
業
用
施
設
に
被
害
が
発
生

し
た
場
合
、
復
旧
や
再
建
に
あ
た
り
各
種
支
援
制
度

が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
請
に

は
被
害
に
遭
わ
れ
た
状
況
が
わ
か
る
書
類
（
※
）
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
ま
た
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
際
は
産
業
振
興
課
農
政

担
当
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

※
必
要
と
な
る
書
類 

・
被
害
状
況
の
わ
か
る
写
真
な
ど
（
日
付
入
） 

・
復
旧
に
要
し
た
費
用
の
詳
細
が
分
か
る
資
料 

（
見
積
書
、
発
注
書
ま
た
は
契
約
書
、
納
品
書
、
請

求
書
な
ど
） 

―６― 

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

野
焼
き
に
つ
い
て
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
稲
わ

ら
な
ど
の
農
業
上
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却
に

つ
い
て
は
周
辺
の
生
活
環
境
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い

範
囲
で
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

肥
料
袋
や
マ
ル
チ
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
類
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
の
廃
棄
物
は
定
め
ら
れ
た
方
法
で
適
正
に
処

分
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は
火
炎
を
発

す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
誤
報
に
よ
る

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
消
防
署
に
届
出
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
届
出
は
焼
却
等

を
「
許
可
」
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 野
焼
き
を
す
る
際
は
、
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

 

１ 

風
向
き
に
気
を
付
け
る
。 

２ 

野
焼
き
を
し
て
い
る
間
は
、
必
ず
近
く
に
い
。 

３ 

消
火
器
や
水
を
用
意
し
、
安
全
に
配
慮
す
る
。 

４ 

火
が
確
実
に
消
え
た
か
確
認
す
る
。 

  

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
に
つ
い
て 

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か 

安
心
で
豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め
に
は
、
国
民
年
金

だ
け
で
は
十
分
と
言
え
ず
、
老
後
の
生
活
費
は
自
分
で

準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
安
全
で
豊
か
な
老
後
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。 

 加
入
要
件 

 
 

 

１ 

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者 

２ 

60

歳
未
満
の
方 

３ 

年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
方 

 

メ
リ
ッ
ト 

 

１ 

農
業
の
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が 

あ
り
ま
す
。 

 

２ 

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
の
間 

で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。 

３ 

支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除 

の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

４ 

終
身
年
金
で
あ
り
、
加
入
者
が
80

歳
前
に
亡
く 

な
っ
た
場
合
で
も
80

歳
ま
で
の
金
額
が
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

※ 

加
入
申
し
込
み
、
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
農
協
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
業
者
年
金
基
金

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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～生産緑地制度について～ 
 

 

特定生産緑地について 
  

 

生産緑地法の改正及び都市農地の貸借の円滑化に関する法律が施行されたことにより、生

産緑地に関する制度が大きく変わりました。 

主な変更点は次のとおりです。なお、変更点について、ご不明な点がございましたら、下

記問い合わせ先までご連絡ください。 

【問い合わせ先】 

特定生産緑地について 

 都市計画課 計画推進・企業誘致担当 

生産緑地の貸借について 

 産業振興課 農政担当  

042-989-2111（代） 

 

 

農業者等 産業振興課 

事業計画の作成、申請 

認定 

決定 貸借権等の設定 

❑生産緑地貸借のフロー図   

 

生産緑地の貸借について 

   

 
生産緑地法の改正により、生産緑地地

区の都市計画決定から 30 年経過するま

でに「特定生産緑地」へ指定することで、

買取り申出期間を 10 年間延長すること

ができるようになりました。 

平成 31 年度には、特定生産緑地指定

に関する意向確認調査等の実施を予定

しております。詳細が決まりしだい、通

知させていただきます。 

 

都市農地の貸借の円滑化に関する法

律が平成 30 年９月１日に施行され、生

産緑地の貸借が可能になりました。手続

きの流れについては下記フロー図のと

おりです。 

農地所有者 農業委員会 

農
地
の
賃
借
料
情
報 

 

平
成
30

年
中
に
貸
借
し
て
い
る
農
地
の
平
均

額
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。 

平
均
額
は
法
的
な
効
力
、
決
定
力
を
持
つ
も
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
参
考
値
と
な
り
ま
す
。

実
際
の
賃
借
料
は
、
農
地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
貸

し
手
と
借
り
手
の
両
者
で
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め

て
く
だ
さ
い
。 

  

地目 田 畑 

平均額 3,000 円 5,000 円 

過去最高額 7,000 円 20,000 円 

過去最低額 0 円 0 円 

 （※1,000 ㎡あたり） 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

最新の農業ニュースが満載！ 

全国農業新聞を購読してみませんか？ 

○毎週金曜日、月４回発行７００円/月 

【
編
集
委
員
】 

浅
田 

カ
ヨ
子 

福
嶋 

輝
幸 

森
谷 

進 

鳴
河 

の
り
子 

鈴
木 

國
昭 

庄
司 

等 

本
藤 

利
一 

―８― 

   
 

 

市
で
は
農
業
の
近
代
化
や
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
二
つ
の
農
村

研
修
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般

の
方
や
サ
ー
ク
ル
で
の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。
予
約
を
ご
希
望
の
方
は

産
業
振
興
課
農
政
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
を 

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か 

高麗農村研修センター 

住所：日高市大字梅原 47 番地 1 

高萩南農村研修センター 

住所：日高市大字中沢 189 番地 

時間別の使用料金 

 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
委
嘱
さ

れ
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。 

現
在
は
担
当
区
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月

一
回
の
農
業
委
員
会
の
総
会
で
は
委
員
同

士
で
農
地
や
農
業
の
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。 

 

任
期
満
了
ま
で
残
り
１
年
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
農
地
の
現
状
把
握
だ
け
で
な
く
、

利
用
集
積
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
農
地

の
利
用
最
適
化
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 

 

農
地
利
用
最
適
化 

 

 
 

 

推
進
委
員  

        

 

鈴
木
國
昭
さ
ん 

 委 

員 

の 

声 

部 屋 午 前 午 後 夜 間 

和室（高萩南） 250 円 250 円 500 円 

会議室（共通） 600 円 600 円 1,200 円 

処理加工室（高麗） 600 円 600 円 1,200 円 

 


